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教職員研究グループ活動状況報告書

川西市立 桜が丘小学校代表者の所

属・職・氏名 校長 綿巻 秀樹

研究グループ名

川西市人権総合学習研究会

※採択番号

研究テーマ分類番号（１３）

※県教育委員会のホームページに掲載します。

(1)研究テーマ

「人権総合学習」を通して、人権意識を高め、一人ひとりが偏見や不合理を見抜き、お互いに

認め合い、生きてはたらく力を身につける実践の在り方を追求する。

(2)研究経過及び具体的な取組

６月１９日

７月２２日

７月２４日

７月３０日

１１月 ６日

○中学年（４年）の授業研究会

・実施場所：川西市立桜が丘小学校 ・参加者：２１名

・指導講師：大阪教育大学教授

○各種人権課題に係る課題別人権研修会

・実施場所：川西市総合センター ・参加者：２０名

・講師：川西市総合センター職員

・内容：総合センターの機能と成り立ち

各種人権課題への取り組み、解放学級等について

○各種人権課題に係る課題別人権研修会

・実施場所：川西市立桜が丘小学校 ・参加者２８名

・講師：学識経験者

・内容：部落差別の現状と各種人権課題について

○各種人権課題に係る課題別人権研修会

・実施場所：川西市立桜が丘小学校 ・参加者２５名

・講師：堺市立日置小学校特別支援教育スーパーバイザー

・内容：特別支援教育「子どもを大切にした学級・授業づくり」

○高学年（５年）の授業研究会

・実施場所：川西市立桜が丘小学校 ・参加者：２２名

・指導講師：大阪教育大学教授

【成果と課題】

・授業研究の実施により、人権教育教材の開発や指導案の作成など授業実

践につながる研究が進んだ。今後は、さまざまな人権課題に対応した教

材開発や児童の発達状況や地域環境等に適した自主教材の開発へと研究

を進めたい。

・さまざまな人権課題への教師自身の自己啓発と若い教員への人権教育へ

の取り組みについての研修を推進していきたい。


